1.千葉大学小児科内分泌外来に於ける小人症について(第415回千葉医学会例会,第63回日本小児科学会千葉地方会総会) by 堀口,東司
一 258- 千葉医学会雑誌 第 4主巻
第 63回日本小児科学会千葉地方会総会
第415回千葉医学会例会
期日 昭和 39年 12月 12日(土〉
千葉大学医学部記念講堂
1. 千葉大学小児科内分泌外来に於ける小人症に
ついて
堀口東司他内分泌研究班(千葉大〉 
内分泌外来も 2年目を迎え，患者数も増加し小人 
症が多数をしめている。そこで 2，3新らしい診断
にふれ報告する。身長体重は昭和35年の厚生省の
統計を元に作製，新たに作り直した標準曲線及び
percentile と σ を同時に示し診断経過判定を便利
とした。 UjLは過去の dataが得られない従来の 
ものを改訂し坐高/身長一坐高とし骨年令は発育加速
現象に鑑み改訂した。ホルモン測定では PBIに変
り血中 thyroxine簡易測定法を案出した。 SU-test
は下垂体性小人症鑑別に最新の武器とされているが 
ζの方法の診断的価値は疑がわしいと思われる。そ
の他一部では骨年令/歴年令が下垂体性小人症で 60
%以下の限界を強調しているが重要な指針とは考
えられぬ。トルコ鞍も同様である。診断とは別に下
垂体小人症では近視が多い乙とが目立つ。最後に治
療は AnabolicSteroid+ T3，T4を行っているが，
かなり効果を示しつつある。
2. 小児期黄痘の血清ビリルピン分画像について
杉岡昌明(千葉大〉
私共は昭和39年 3月以来千大小児科に入院した 
黄痘患児計27例K Eberleinの血清「ビ」溶媒3
分画定量法を応用し，諸種肝機能検査と併せ検討を
加え，各分画の臨床的意義について報告した。 
①生理的新生児黄痘等の蓄積型黄症では FBが
増加し， 胆汁流出障害を伴う黄症のうち， ウイノレ
ス肝炎， 乳児肝炎，肝硬変では BMGが著増，先
天性胆道閉鎖，総胆管嚢腫，腫蕩による圧迫では
BDGの著増が認められ， 正常児では FB，BDG， 
BMG，の順で総「ピ」は 1mgjdl以下であった。 
② FjT (FBjT. B)，M (BMGjBMG+BDG) 
について蓄積型黄痘では FjT，M 共に高く，先天
性胆道閉鎖では FjT，M共に低く， 乳児肝炎，ウ 
イルス肝炎で、はMの増加に反し， FjTは低い。
即ち， •M>8Q%， FjT>60%，蓄積型黄痘， M> 
50%，FjTく10%，乳児肝炎，ウイルス肝炎， Mく
30%，FjT<25%先天性胆道閉鎖という結果を得
た。
③乳児肝炎， ウイルス肝炎， 先天性胆道閉鎖で
はMとS・GPTの変動はよく一致し，肝硬変ではM 
は ZTTの変動とよく一致していた。
④ Mに加え，今後更に BDGjT，F+BMGjBDG 
等の諸 Quotientの変動を中心に本法による小児期
黄痘の鑑別を追求をすると共に本法の改良をするつ
もりである。 
3. 屋内豊エキスの小児気管支端息に対する使用
経験 
O伊藤純一，寺島周，関泰男，他アレJレ
ギー研究班(千葉大〉
千葉大学小児科教室のアレルギー外来では詳細な
病歴聴取，皮内反応， P-K，関値テスト，各種誘発
試験を利用して端息児の抗原確定に努めている。外 
来を受診した約180名の哨息児の家塵皮内反応は76
%の陽性率を示し他の抗原エキスに比し高かった。
叉これ等陽性者の中， P-K反応の結果は 85% (約
30名〉であり， 児科領域での家墨の抗原としての
立場を強調した。我々は現在家墨エキスによる減感
作療法を行っており，その治療効果について報告し
tこ。晴息病態の治癒判定には，従来各研究者により
若干の報告があるが満足すべきものは無い様であ
る。我々は臨床的に容易に計算される scoring を
基とした一試案を提示し，これにより当外来での成
績について報告した。効果の観察は一年毎に集計し 
て行い，判定基準を 6段階に分別した。その結果ー 
年以上減感作療法を行った者では明らかに晴息病態
の軽症化が認められ，家塞減感作療法の有効性を示
す様な傾向を示していた。
